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株主提案に係る調査委員会の調査結果について 

 
当社は、平成２３年２月３日付の「株主提案権行使に関する書面の受領および株主提案に対す

る当社取締役会の考え方について」にて公表いたしましたとおり、当社株主１３名より、平成２

３年１月１４日付で平成２３年３月２５日開催予定の当社第６２期定時株主総会における株主提

案権行使に関する書面を受領しております。 
上記は提案株主１３名が共同で独自の取締役ならびに監査役の選任案を提案したものですが、

その提案の理由に記載されている、当社の事実認識と異なる問題指摘に関する調査、および、こ

れに関連して、ロイヤルグループ社員持株会名で同一内容の株主提案が会社に送付された件の有

効性等の検討を行う目的で、当社は調査委員会を設置し、客観的、中立的な調査を実施いたしま

した。今般その調査委員会による調査結果がまとまりましたので、下記のとおりお知らせします。 
なお、社員持株会による株主提案は当初より提案そのものが無効なものと判断されたため、当

社は株主提案として受け付けておりません。また、当社は、社員持株会には株主提案をする意思

がないことを確認しております。 
記 

 
Ⅰ．株主提案の内容 
（１）提案株主：以下に記載する１３名の株主（敬称略） 

今井明夫、前原和洋、前原冨美枝、前原賢太、吉田郁朗、吉田久美子、倉田誠司、 
成田鉄政、小駒 匠、高橋ひとみ、太田勝久、桂山邦明、桂山悦子 

（２）保有株式：３４，９５２株（１３名の合計所有株式数） 
 （３）提案内容：取締役選任議案ならびに監査役選任議案 
 
Ⅱ．調査委員会の概要 
（１）委員会の構成 
  委員長  岸  和正（弁護士（当社と利害関係はありません）） 
  委 員  高橋 信敏（当社社外監査役） 
  委 員  西牟田 純（ロイヤルグループ労働組合中央執行副委員長（専従）） 

 
 （２）調査の対象 

ｉ）提案理由にあげられた問題ある経営姿勢が一部取締役に主導されていることや当該取

締役による会社の私物化の根拠となるような違法な行為又はコンプライアンスもし

くはガバナンス上不適切な行為があったかどうか 
ii）ロイヤルグループ社員持株会による株主提案にかかわる手続きの有効性 



    
Ⅲ．調査委員会の調査結果 

調査委員会による調査結果の要旨は以下のとおり。 

ｉ）株主提案の理由には、一部取締役による実質支配や会社の私物化の証左として、当該取
締役が当社のホテル運営子会社の株式の売却を要請したり、同子会社の社長人事に不当
に介入したことがあげられているが、これらは著しく事実を歪曲したものであり、その
他の事象においても違法な行為又はコンプライアンスもしくはガバナンス上不適切な行
為は 認められない。 

  ii）ロイヤルグループ社員持株会による株主提案は無効である。 
  ⅲ）コンプライアンス意識の会社全体への浸透徹底と組織の風通しの改善などに一層注力さ

れたい。 
 
 

当社といたしましては、上記の調査結果を踏まえ提案者による誹謗中傷や情報の流布により当社

の信用毀損等が認められる場合は、当該者に対する法的措置も含めて厳正に対処していく方針で

す。また、調査委員会から今後の課題として提言を受けました点につきましては、コンプライア

ンス研修の実施や現場との積極的な交流などを通じ一層改善に努めていく所存です。 
 

以 上 


